
提

出

者

塩

川

鉄

也

平
成
十
六
年
十
一
月
三
十
日
提
出

質

問

第

五

八

号

八
ツ
場
ダ
ム
建
設
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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八
ツ
場
ダ
ム
建
設
に
関
す
る
質
問
主
意
書

群
馬
県
長
野
原
町
に
建
設
す
る
八
ツ
場
ダ
ム
は
、
一
九
五
二
年
か
ら
調
査
を
始
め
、
一
九
六
七
年
に
は
実
施
計
画
調
査
に
着

手
し
一
九
七
〇
年
か
ら
建
設
に
移
行
し
た
。
調
査
着
手
以
来
五
十
年
以
上
が
経
過
し
、
平
成
十
五
年
度
ま
で
に
一
千
九
百
十
億

円
も
の
巨
費
が
注
ぎ
込
ま
れ
た
が
、
ダ
ム
本
体
の
工
事
は
ま
だ
先
の
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
二
〇
一
〇
年
と
さ
れ
て
い
る
完
成

予
定
は
大
幅
に
遅
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
関
係
住
民
の
苦
労
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
八
ツ
場
ダ
ム
建
設
予
定
地
一
帯
に
生
い
茂
る
森
林
は
、
幾
百
千
年
に
わ
た
り
育
成
さ
れ
今
や
岩
塊
や
火
山
灰
を

覆
い
、
土
砂
流
出
を
防
止
す
る
国
土
保
全
機
能
を
も
ち
、
大
雨
の
際
は
流
量
を
抑
え
る
洪
水
調
節
機
能
や
水
源
涵
養
機
能
を

も
っ
て
お
り
、
川
の
濁
り
を
抑
え
浄
化
す
る
役
割
を
も
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
地
は
、
風
光
明
媚
な
、
景
勝
地
・
吾
妻

渓
谷
を
形
成
し
、
生
態
系
の
頂
点
に
立
つ
猛
き
ん
類
の
、
オ
オ
タ
カ
や
イ
ヌ
ワ
シ
の
営
巣
地
と
も
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
こ
の
建
設
予
定
地
は
、
一
帯
が
火
山
性
堆
積
物
で
で
き
て
お
り
、
変
質
帯
や
断
層
な
ど
も
多
く
、
脆
弱
地
質
で
あ

る
。
浅
間
山
が
噴
火
し
た
際
に
巨
大
な
山
崩
れ
（
応
桑
岩
層
な
だ
れ
）
の
未
固
結
の
堆
積
物
が
緩
斜
面
を
形
成
し
て
お
り
、
地

滑
り
が
起
き
や
す
い
地
盤
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
そ
れ
に
伴
う
道
路
、
鉄
道
、
学
校
、
旅
館
や
民
家
の
移
転
な
ど
の
工
事
で
森
林
が
破
壊
さ
れ
、

一



さ
ら
に
ダ
ム
へ
の
貯
水
が
行
わ
れ
る
な
ら
、
地
滑
り
が
お
き
て
、
周
辺
も
支
え
を
失
い
崩
落
す
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

む
し
ろ
ダ
ム
が
新
た
な
災
害
を
招
く
危
険
性
が
増
す
と
専
門
家
も
指
摘
し
て
い
る
。

八
ツ
場
ダ
ム
建
設
の
主
要
な
目
的
と
さ
れ
て
き
た
水
道
用
水
と
工
業
用
水
の
確
保
は
、
関
東
地
域
一
都
五
県
で
は
八
ツ
場
ダ

ム
か
ら
給
水
を
得
な
く
て
も
、
需
要
は
基
本
的
に
充
足
さ
れ
る
状
況
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
将
来
の
人
口
動
向
や
水
需
要
予
測

か
ら
も
十
分
対
処
出
来
る
状
況
に
あ
る
。
五
十
余
年
前
の
計
画
に
し
が
み
つ
き
「
建
設
先
に
あ
り
き
」
で
、
社
会
の
変
化
や
実

状
を
見
ず
に
不
必
要
に
な
っ
た
ダ
ム
建
設
が
強
行
さ
れ
れ
ば
、
自
治
体
や
住
民
の
負
担
は
益
々
耐
え
難
い
も
の
と
な
ら
ざ
る
を

え
な
い
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
九
月
十
日
、
群
馬
、
栃
木
、
茨
城
、
埼
玉
、
千
葉
、
東
京
の
一
都
五
県
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
、
各
都
県

の
住
民
五
千
三
百
人
以
上
が
八
ツ
場
ダ
ム
事
業
に
か
か
わ
る
負
担
金
の
支
出
と
、
参
加
取
り
や
め
を
求
め
て
住
民
監
査
請
求
を

行
っ
た
。
こ
れ
が
棄
却
ま
た
は
却
下
さ
れ
た
後
に
は
そ
れ
ぞ
れ
県
知
事
な
ど
を
相
手
ど
り
、
八
ツ
場
ダ
ム
建
設
事
業
へ
の
公
金

支
出
差
し
止
め
の
住
民
訴
訟
を
起
こ
し
て
い
る
。

い
ま
、
日
本
一
の
ダ
ム
事
業
費
に
膨
れ
あ
が
っ
た
八
ツ
場
ダ
ム
建
設
を
ス
ト
ッ
プ
し
、
原
点
か
ら
問
い
直
せ
と
の
世
論
が
大

き
く
広
が
っ
て
い
る
。

二



従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

ダ
ム
建
設
や
河
川
の
整
備
に
関
し
て
は
、
改
正
河
川
法
に
よ
り
河
川
整
備
基
本
方
針
及
び
河
川
整
備
計
画
を
「
定
め
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
八
ツ
場
ダ
ム
を
含
む
利
根
川
水
系
に
か
か
る
河
川
整
備
基
本
方
針
及
び
河
川

整
備
計
画
の
策
定
の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

改
正
河
川
法
で
は
、
学
識
経
験
者
の
意
見
、
住
民
の
意
見
な
ど
を
整
備
計
画
に
反
映
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
学
識
経
験

者
の
意
見
、
住
民
の
意
見
な
ど
を
反
映
す
る
た
め
の
作
業
を
し
な
い
ま
ま
、
五
十
年
以
上
も
前
に
つ
く
ら
れ
た
八
ツ
場
ダ
ム

建
設
計
画
を
推
し
進
め
る
こ
と
は
、
改
正
河
川
法
の
趣
旨
に
反
す
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

二

八
ツ
場
ダ
ム
の
総
事
業
費
は
、
約
二
・
二
倍
の
四
千
六
百
億
円
に
増
額
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
も
の

か
。
事
業
計
画
と
予
算
が
「
有
っ
て
無
き
が
ご
と
し
」
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

さ
ら
に
、
国
土
交
通
省
は
五
月
十
七
日
の
市
民
団
体
と
の
意
見
交
換
会
で
「
こ
れ
以
上
総
事
業
費
が
増
え
る
こ
と
は
な
い

の
か
」
と
の
質
問
に
対
し
て
、
「
で
き
る
だ
け
コ
ス
ト
縮
減
に
努
め
る
と
言
う
事
で
あ
っ
て
、
四
千
六
百
億
円
は
最
終
目
標

を
示
し
た
も
の
で
は
な
い
」
と
回
答
し
て
い
る
。
総
事
業
費
が
四
千
六
百
億
円
を
上
回
る
場
合
も
あ
り
得
る
の
か
、
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
事
務
費
は
、
想
定
基
準
か
ら
の
算
出
で
は
な
く
、
実
施
所
要
額
を
綿
密
に
計
算
し
計
上
す
べ
き
と
思

三



う
が
ど
う
か
。

今
回
の
総
事
業
費
の
大
幅
引
き
上
げ
に
よ
る
各
家
庭
の
水
道
料
金
や
工
場
な
ど
産
業
界
に
与
え
る
影
響
は
ど
う
か
。
費
用

対
効
果
は
ど
う
な
る
の
か
。

三

会
計
検
査
院
は
、
一
九
七
七
年
と
一
九
八
三
年
、
一
九
九
四
年
に
検
査
を
実
施
し
た
。
事
業
が
本
格
化
し
て
か
ら
は
行
わ

れ
て
い
な
い
が
こ
れ
は
な
ぜ
か
。
検
査
を
毎
年
行
い
公
表
す
べ
き
と
思
う
が
政
府
と
し
て
は
ど
う
考
え
る
か
。

四

長
野
原
町
立
第
一
小
学
校
の
移
転
建
設
地
は
、
崖
に
面
し
た
危
険
な
場
所
で
、
の
り
面
に
は
幾
重
も
の
地
滑
り
防
止
工
事

を
、
裏
の
沢
に
は
幾
重
も
の
砂
防
ダ
ム
を
設
置
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
危
険
地
域
に
学
校
を
作
っ
た
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
根

拠
に
基
づ
く
も
の
か
。
ま
た
、
学
校
用
地
の
中
で
校
舎
や
運
動
場
の
地
代
は
支
払
わ
れ
た
が
、
崖
の
の
り
面
な
ど
一
ヘ
ク

タ
ー
ル
余
の
土
地
に
つ
い
て
は
地
代
が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
が
、
な
ぜ
か
、
た
だ
ち
に
支
払
う
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

ま
た
、
民
家
や
旅
館
の
移
転
地
は
安
全
対
策
上
問
題
は
な
い
か
。
単
位
面
積
当
た
り
の
工
事
費
も
示
さ
れ
た
い
。

五

川
原
湯
温
泉
は
、
長
い
歴
史
が
あ
り
湯
量
も
豊
富
で
医
学
的
に
も
希
有
な
温
泉
と
聞
く
が
、
温
泉
街
と
共
に
源
泉
も
水
没

す
る
。
新
た
な
源
泉
を
み
る
と
温
泉
街
が
成
り
立
つ
よ
う
な
湯
量
と
は
思
え
な
い
が
、
現
在
の
湯
量
と
川
原
湯
温
泉
の
移
転

後
の
湯
量
の
比
較
を
示
さ
れ
た
い
。

四



六

ダ
ム
建
設
地
域
は
、
地
域
産
業
の
振
興
や
生
活
基
盤
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
や
整
備
も
遅
れ
、
堤
防
の
補
強
や
河
川
改
修

も
後
回
し
で
あ
る
。
住
民
が
く
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
直
ち
に
地
域
の
振
興
と
再
生
を
行
う
こ
と
。
経
営
相
談
員
や
生
活

相
談
員
を
増
員
し
、
関
係
住
民
の
要
望
や
意
向
を
聴
取
す
る
こ
と
。
営
業
上
不
利
益
を
被
る
方
々
に
は
、
税
制
の
優
遇
措
置

も
図
る
こ
と
等
が
つ
よ
く
要
望
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
取
ら
れ
る
計
画
か
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

七

吾
妻
川
流
域
の
東
電
が
持
つ
水
力
発
電
用
水
利
権
の
中
で
も
、
八
ツ
場
ダ
ム
予
定
地
付
近
で
は
白
砂
川
取
水
堰
七
・
五
ト

ン
、
須
川
取
水
堰
四
・
五
ト
ン
、
長
野
原
取
水
堰
十
八
・
五
ト
ン
、
合
計
約
三
十
ト
ン
（
い
ず
れ
も
毎
秒
）
も
の
水
が
、
発

電
用
の
送
水
管
の
中
を
通
っ
て
迂
回
し
て
い
る
。
ダ
ム
の
利
水
権
は
毎
秒
十
四
・
七
ト
ン
で
あ
り
、
ま
と
も
に
水
が
得
ら
れ

る
の
か
。
水
確
保
に
つ
い
て
東
電
と
の
協
議
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
東
電
に
対
す
る
減
電
補
償
費
に
つ
い
て
は
、
総
事
業
費
四
千
六
百
億
円
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
と
説
明
し
て
い
る

が
、
積
算
根
拠
と
額
を
示
さ
れ
た
い
。
特
別
補
償
枠
は
二
百
十
七
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
殆
ど
は
送
水
路
の
補

強
工
事
費
や
工
事
期
間
の
減
電
補
償
費
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
が
内
容
を
示
さ
れ
た
い
。
特
別
補
償
枠
の
中
に
ダ
ム
完
成
後

の
減
電
補
償
が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
い
な
い
の
か
、
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

八

現
計
画
の
ダ
ム
サ
イ
ト
位
置
は
、
政
府
が
「
地
質
的
に
ダ
ム
サ
イ
ト
に
は
適
当
で
は
な
い
」
旨
答
弁
（
昭
和
四
十
六
年
二

五



月
二
十
二
日
、
衆
院
予
算
委
第
五
分
科
会
）
し
て
き
た
場
所
だ
が
、
こ
の
見
解
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
変
更
さ
れ
た

の
か
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

六


